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享
　
，

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
事
業

　　

@
現
況
説
明
と
協
力
を
要
請

　
去
る
七
月
五
日
か
ら
十
日
に
か
け
て
、
ネ
パ

ー
ル
政
府
の
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
ト
ラ
ス
ト
（
略

称
L
D
T
）
事
務
局
の
一
行
が
来
日
し
た
。
今

回
の
来
日
は
、
仏
教
界
を
は
じ
め
、
広
く
日
本

の
関
係
者
に
、
改
め
て
ル
ン
ビ
ニ
i
園
復
興
事

業
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
を
行
う
と
同
時
に
、

同
事
業
へ
の
一
層
の
協
力
を
要
請
す
る
事
が
目

的
で
あ
っ
た
。

　
今
回
来
日
し
た
事
務
局
の
一
行
は
、
Y
・
K
・

シ
ル
ワ
ー
ル
（
ネ
パ
ー
ル
外
務
省
次
官
、
L
D

T
事
務
局
長
）
、
D
・
パ
ン
ト
（
L
D
T
事
務
次

長
）
、
B
・
ラ
ジ
ュ
バ
ン
ダ
リ
i
（
L
D
T
ル
ン

ビ
ニ
i
園
駐
在
実
施
担
当
官
）
、
P
・
カ
ト
リ
（
L

大
谷
会
長
を
表
敬
訪
問
し
た
シ
ル
ワ
ー
ル
氏

D
T
広
報
担
当
官
）
の
四
氏
。

　
来
日
し
た
一
行
は
、
東
京
と
京
都
で
記
者
会

見
や
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
す
る
な
ど
、
積
極

的
な
広
報
活
動
を
行
い
、
本
会
会
長
の
大
谷
光

真
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
門
主
を
表
敬
訪
問
し
た
。

ま
た
本
会
と
し
て
も
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本

仏
教
徒
委
二
会
主
催
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を

開
催
し
、
加
盟
宗
派
、
年
玉
の
代
表
者
と
、
親

し
く
懇
談
す
る
機
会
を
つ
く
っ
た
。

　
L
D
T
一
行
訪
日
の
日
程
は
次
の
通
り
だ
っ

た
。
七
月
五
日
置
ソ
ウ
ル
よ
り
到
着
。
本
会
か

ら
杜
多
国
際
文
化
部
長
、
木
内
同
次
長
の
二
名
、

ネ
パ
ー
ル
大
使
館
参
事
官
等
が
出
迎
え
た
。
宿

泊
先
ホ
テ
ル
へ
移
動
後
、
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。

　
翌
六
日
午
後
四
時
に
、
銀
座
東
急
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
L
D
T
主
催
の
記
者
会
見
及
び
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
を
行
う
。
席
上
シ
ル
ワ
ー
ル
氏
は
、

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
計
画
の
経
緯
、
工
事
の
進

行
状
況
を
詳
し
く
説
明
し
、
協
力
を
要
請
し
た
。

　
七
日
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教
徒
委
員

会
が
開
か
れ
、
復
興
事
業
は
マ
ヤ
堂
の
修
復
を

中
心
に
行
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
会
議
終
了
後
、
午
後
五
時
か
ら
霞
ヶ
関
ビ
ル

の
東
京
会
館
を
会
場
に
、
一
行
の
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
に
ぎ
に
ぎ
し
く
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
加
盟
宗
派
、
県
仏
の
代

弊

表
三
十
名
余
が
出
席
。

　
翌
八
日
は
京
都
へ
移
動
。
九
日
に
清
水
寺
、

妙
心
寺
、
金
閣
寺
を
訪
問
。

　
十
日
午
後
一
時
、
西
本
願
寺
に
大
谷
光
真
会

長
を
表
敬
訪
問
。
席
上
一
行
を
代
表
し
て
シ
ル

ワ
ー
ル
氏
よ
り
、
大
谷
会
長
に
、
ル
ン
ビ
ニ
i

園
復
興
事
業
へ
の
一
層
の
協
力
の
要
請
が
あ
り
、

更
に
会
長
御
自
身
が
、
一
席
ネ
パ
ー
ル
を
訪
問

下
さ
る
よ
う
招
請
が
行
わ
れ
た
。
午
後
三
時
、

京
都
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
L
D
T
主

催
の
記
者
会
見
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
。

　
以
上
、
日
本
に
お
い
て
関
係
協
力
団
体
、
機

関
へ
の
広
報
活
動
と
協
議
に
始
終
し
た
一
行
で

あ
る
が
、
課
題
と
な
っ
て
い
た
、
マ
ヤ
堂
を
中

心
と
し
た
本
会
と
の
協
議
事
項
に
つ
い
て
は
、

記
者
会
見
の
席
で
、
シ
ル
ワ
ー
ル
氏
よ
り
次
の

よ
う
な
発
言
が
あ
っ
た
。

　
「
マ
ヤ
堂
の
菩
提
樹
は
、
そ
の
根
が
堂
全
体

を
覆
う
ま
で
に
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
成

長
す
れ
ば
堂
は
完
全
に
崩
壊
し
て
し
ま
う
。
こ

の
マ
ヤ
堂
の
修
復
に
つ
い
て
は
、
全
日
本
仏
教

会
が
推
進
す
る
事
が
、
同
会
と
の
協
議
で
決
ま

っ
た
」

　
な
お
、
L
D
T
一
行
と
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日

本
仏
教
徒
委
員
会
と
の
協
議
で
は
、
①
マ
ヤ
堂

を
覆
う
菩
提
樹
は
移
動
し
て
計
画
を
進
め
る
、

②
マ
ヤ
堂
の
解
体
修
復
を
行
う
、
③
本
年
度
中

に
工
事
に
着
手
す
る
、
の
三
点
に
つ
い
て
合
意

さ
れ
た
。

財保護対策の充実

民党へ要望書
化
自

文

　
本
会
で
は
、
仏
教
文
化

財
の
保
護
を
積
極
的
に
進

め
る
た
め
、
去
る
七
月
三

十
一
日
、
左
記
の
よ
う
な

「
国
宝
、
重
要
文
化
財
の

保
護
対
策
の
充
実
に
つ
い

て
の
要
望
書
」
を
、
野
口

善
雄
守
仏
理
事
長
名
で
、

自
由
民
主
党
文
教
部
会
、

文
教
制
度
調
査
会
、
文
教

局
へ
提
出
し
た
。

　
国
宝
、
■
要
文
化
財
の

保
護
対
策
の
充
実
に
つ
い

て
の
要
望
書

　
国
宝
、
重
要
文
化
財
は
、

我
が
国
の
歴
史
・
文
化
の
正
し
い
理
解
の
た
め

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
文
化
遺
産
で

あ
り
、
永
く
子
孫
に
伝
え
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　
私
ど
も
所
有
者
は
、
そ
の
自
覚
の
も
と
に
保

存
管
理
に
日
夜
苦
心
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、

窮
迫
し
た
財
政
状
態
等
に
よ
り
保
存
に
心
柔
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
文
化
財
保
護
に
問
題
を
生
ず
る

・
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て
も
文
化
財
の
保
存

管
理
事
業
の
充
実
を
め
ざ
し
、
次
の
よ
う
な
各

項
目
に
つ
い
て
格
別
の
財
政
措
置
を
講
ぜ
ら
れ

る
よ
う
切
に
要
望
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
記

国
宝
、
重
要
文
化
財
の
保
護
対
策
の
充
実

　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
・

二
、

三
、

四
、

国
宝
、
重
要
文
化
財
の
修
理
、

防
災
伝
統
的
建
造
物
群
の
整
備

文
化
財
保
存
施
設
の
整
備

伝
統
技
術
の
保
存
・
振
興
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奈
良
康
明
駒
大
教
授
が
講
演

　
去
る
六
月
十
三
日
午
後
一
時
か
ら
、
本
会
同

和
委
貝
会
が
主
催
す
る
、
第
二
回
「
業
・
旛
陀

羅
問
題
」
に
関
す
る
研
究
会
が
、
真
言
宗
豊
山

派
宗
務
所
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
白
川
事
務
総
長
、
蓮
池
同
和
委
貝
長
の
挨
拶

に
つ
づ
き
、
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
教
授
・
奈
良

康
明
師
が
「
複
眼
的
業
今
一
文
化
史
の
立
場
か

ら
l
」
の
テ
ー
マ
で
、
要
旨
次
の
よ
う
な
講
演

を
行
っ
た
。

　
仏
教
界
の
人
々
に
と
っ
て
業
と
は
、
そ
れ
が

無
く
な
れ
ば
仏
教
信
仰
が
成
り
立
た
な
い
、
極

講
演
さ
れ
る
奈
良
康
明
認

め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
現
実
の
日
本
に
於
け
る
仏
教
徒
の

社
会
（
被
差
別
部
落
の
人
々
を
含
め
）
で
は
、

宗
教
、
教
学
で
扱
う
だ
け
の
業
で
は
な
く
、
差

別
を
容
認
し
、
生
み
出
す
三
論
が
ま
か
り
通
っ

て
い
る
。

　
業
論
を
考
え
る
上
で
、
あ
る
べ
き
局
面
を
模

索
す
る
教
理
と
、
事
実
と
し
て
あ
る
文
化
現
象

と
は
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
が
違
っ
て
来
る
。

現
在
我
々
が
直
面
し
て
い
る
差
別
問
題
は
、
社

会
的
な
事
実
で
あ
り
、
教
理
学
よ
り
文
化
研
究

の
立
場
か
ら
見
た
方
が
、
理
解
が
よ
り
正
確
に

な
る
。

　
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
イ
ン
ド
に
於
い
て
、

仏
教
は
ど
の
よ
う
な
社
会
的
基
盤
の
上
で
起
こ

っ
た
か
と
云
う
事
で
あ
る
。

　
釈
尊
な
い
し
仏
教
教
団
を
支
え
て
い
た
の
は
、

ヒ
ン
ド
ゥ
：
社
会
で
あ
る
。
業
と
は
、
古
代
イ

ン
ド
の
民
間
信
仰
で
あ
り
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
世
界

に
生
き
て
い
た
人
々
の
間
に
、
最
初
か
ら
あ
る

も
の
で
あ
っ
た
。

　
ω
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
社
会
の
業
・
輪
廻
論

　
古
代
イ
ン
ド
の
人
々
に
と
り
、
死
後
の
問
題

は
最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
次
第

に
輪
廻
論
が
確
立
し
、
業
と
結
び
付
い
て
行
く
。

人
間
の
本
質
は
霊
魂
で
あ
り
、
そ
れ
は
永
遠
不

滅
の
実
体
で
、
肉
体
が
死
ん
で
も
滅
び
る
こ
と

は
な
い
。
そ
し
て
、
生
前
に
為
し
た
行
為
、
す

な
わ
ち
業
と
そ
の
業
の
力
に
応
じ
た
世
界
に
生

ま
れ
変
る
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
こ
に
は
死
後
世

界
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
。

　
梵
語
の
「
カ
ル
マ
ン
」
は
業
と
訳
さ
れ
る
が
、

そ
こ
に
は
「
行
為
」
と
、
行
為
が
後
に
残
す
潜

在
的
な
力
で
あ
る
「
業
力
」
の
意
味
が
あ
る
。

人
間
は
必
ず
行
為
を
し
、
そ
こ
に
は
常
に
昼
酒

が
残
る
。
幽
艶
は
次
の
世
界
に
生
れ
変
る
力
と

し
て
働
き
、
人
間
は
限
り
無
く
生
死
を
繰
り
返

し
て
行
く
と
云
う
の
が
輪
廻
論
で
あ
る
。

　
古
代
イ
ン
ド
の
宗
教
で
は
、
有
限
な
肉
体
の

ま
ま
で
不
死
永
遠
を
得
る
解
脱
と
は
、
輪
廻
を

脱
す
る
こ
と
と
受
け
取
ら
れ
た
。
仏
教
の
「
ジ

ャ
ー
タ
カ
物
語
」
で
も
、
釈
尊
は
輪
廻
転
生
を

繰
り
返
し
、
そ
の
最
後
生
と
し
て
解
脱
し
、
悟

り
を
得
た
と
す
る
。
イ
ン
ド
の
一
般
的
な
観
念

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
仏
教
と
の
大
き

な
違
い
に
「
無
我
説
」
が
あ
る
。
古
代
イ
ン
ド

の
仏
教
思
想
に
は
、
教
学
面
で
輪
廻
説
と
無
我

説
を
調
整
す
る
と
云
う
、
苦
闘
の
歴
史
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
建
前
と
し
て
無
我
説
が
標
榜
さ
れ
な

が
ら
、
一
般
仏
教
徒
の
間
で
は
、
漠
然
と
し
た

形
で
霊
魂
の
存
在
が
信
じ
ら
れ
、
輪
廻
転
生
と

業
の
働
き
が
強
く
信
じ
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。

　
業
の
観
念
の
三
大
鉄
則
は
、
　
「
自
業
自
得
」

と
「
業
界
の
必
然
性
」
で
あ
る
。
善
因
善
果
、

悪
因
悪
果
が
基
本
に
あ
る
。
過
去
、
現
在
、
未

来
に
わ
た
る
極
め
て
物
理
的
な
業
の
働
き
が
一

般
的
に
想
定
さ
れ
た
。
口
論
が
死
後
の
名
分
を

支
配
す
る
と
す
る
考
え
は
、
現
在
の
社
会
に
於

け
る
自
分
自
身
の
状
況
を
説
明
す
る
上
で
、
ま

こ
と
に
便
利
な
論
理
と
な
っ
た
。

　
こ
の
考
え
方
は
さ
ら
に
発
展
し
、
過
去
世
の

具
体
的
な
行
為
と
、
現
世
の
具
体
的
状
況
を
直

結
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
の
代
表
的
な
『
マ
ヌ
法
典
』
に
は
、
　
「
肉
を

盗
む
者
は
ハ
ゲ
タ
カ
に
な
り
、
バ
ラ
モ
ン
を
殺

し
た
者
は
チ
ャ
ン
ダ
ー
ラ
（
不
可
触
民
）
に
な

る
」
と
云
う
事
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
一
般

的
な
業
論
を
そ
の
ま
ま
受
け
止
め
た
考
え
方
は
、

一5一

　餌
“噛型，　‘　罹　「τL琶r肉



全　　　　　仏
第3種郵便物認可1989年9月1日

仏
典
の
中
に
も
出
て
来
る
。
よ
っ
て
そ
の
文
章

は
、
現
在
の
我
々
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、
完
全

な
差
別
文
章
で
あ
る
。

　
業
、
輪
廻
思
想
に
は
、
宿
命
論
的
な
受
け
取

り
方
が
あ
る
。
　
一
般
的
業
論
は
、
現
在
の
状
況

は
過
去
世
の
業
に
よ
る
と
考
え
、
宿
命
論
的
で

あ
る
。
こ
の
宿
命
論
に
は
、
自
分
の
意
志
に
よ

る
救
い
が
無
い
。
し
か
し
仏
教
の
業

論
で
は
、
現
世
に
於
て
善
業
を
積
め

ば
、
来
世
は
善
所
に
生
ま
れ
る
と
考

え
宿
命
論
を
脱
す
る
働
き
が
あ
る
。

　
ま
た
、
業
、
輪
廻
思
想
に
は
、
人

々
に
善
い
行
為
を
勧
め
る
と
云
っ
た
、

倫
理
性
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
同
時
に
、
現
在
す
で
に
不
幸

な
状
況
に
い
る
人
々
に
は
、
過
酷
な

教
え
と
な
っ
た
。

　
例
え
ば
、
差
別
問
題
は
社
会
的
、

歴
史
的
脈
絡
の
中
で
考
え
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
仏
教
を
含
め

た
古
代
イ
ン
ド
の
宗
教
は
、
そ
の
脈

絡
を
考
え
ず
、
あ
く
ま
で
も
個
人
の

心
の
持
ち
方
に
換
言
し
て
教
え
を
説

い
た
。
倫
理
性
を
有
す
る
比
論
は
、

一
方
で
は
差
別
を
容
認
す
る
談
論
と

も
な
り
、
一
事
の
表
裏
の
閣
係
で
機

能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
②
原
始
仏
教
に
於
け
る
二
野

　
原
始
仏
教
に
於
け
る
上
里
を

ー
タ
』
か
ら
見
る
と
、

ラ
モ
ン
な
の
で
は
な
い
。

ラ
モ
ン
な
ら
ざ
る
者
な
の
で
も
な
い
。

為
）
に
よ
っ
て
バ
ラ
モ
ン
な
の
で
あ
り
、

と
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
バ
ラ
モ
ン
と

は
単
な
る
区
別
の
表
示
、
約
束
事
の
名
前
で
し

か
な
い
。
人
間
の
優
劣
を
決
め
る
の
は
、
徳
あ

る
行
為
で
あ
り
、
徳
あ
る
人
を
こ
そ
真
の
バ
ラ

モ
ン
で
あ
る
と
す
る
。
明
ら
か
に
社
会
的
脈
絡

で
、
四
姓
制
度
を
認
め
な
い
立
場
を
取
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
文
章
は
、
社
会
的
な
バ
ラ
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ス
ッ
タ
ニ
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
生
ま
れ
に
よ
っ
て
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
ま
れ
に
よ
っ
て
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
（
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
に

よ
っ
て
バ
ラ
モ
ン
な
ら
ざ
る
者
な
の
で
あ
る
」

　
　
　
　
熱
心
に
聴
講
す
る
参
加
者

ン
の
あ
り
方
と
、
倫
理
的
な
あ
り
方
と
を
混
同

し
て
い
る
。
仏
教
の
立
場
か
ら
、
優
れ
た
人
間

の
あ
り
方
を
、
社
会
の
最
上
位
と
さ
れ
る
バ
ラ

モ
ン
に
託
し
て
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
四
姓
制
度
に
於
い
て
、
四
姓
は
生
れ
に
よ
っ

て
決
ま
る
と
は
、
当
時
の
イ
ン
ド
で
は
常
識
だ

っ
た
。
そ
れ
を
前
提
と
し
て
認
め
た
上
で
、
真

の
バ
ラ
モ
ン
の
あ
る
べ
き
生
き
方
、
倫
理
、
特

性
を
説
く
の
で
あ
る
。

　
釈
尊
が
四
姓
制
度
に
対
し
て
、
否
定
的
な
考

え
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ

は
仏
教
教
団
に
限
ら
ず
、
古
代
イ
ン
ド
の
出
家

者
教
団
の
大
原
則
だ
っ
た
。
出
家
者
は
原
則
と

し
て
社
会
的
実
践
に
は
加
わ
ら
な
か
っ
た
。

　
釈
尊
並
び
に
後
代
の
仏
教
教
団
は
、
四
姓
制

度
の
批
判
は
す
る
が
、
実
際
に
杜
会
に
働
き
か

け
、
制
度
を
打
破
し
よ
う
と
具
体
的
に
運
動
し

た
形
跡
は
無
い
。
そ
れ
が
古
代
イ
ン
ド
の
宗
教

的
伝
統
で
あ
る
。

　
近
頃
、
人
権
や
差
別
の
問
題
に
関
し
、
仏
教

の
平
等
観
を
主
張
す
る
論
拠
と
し
て
、
　
『
ス
ッ

タ
ニ
パ
ー
タ
』
が
引
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
元

来
が
倫
理
的
、
宗
教
的
人
間
の
あ
り
方
を
説
く

文
章
を
、
そ
の
ま
ま
社
会
的
脈
絡
で
解
釈
し
、

利
用
す
る
事
は
便
宜
的
に
す
ぎ
ず
、
誤
解
を
招

き
や
す
い
。

　
現
代
の
我
々
が
持
っ
て
い
る
問
題
意
識
か
ら

す
る
と
、
古
代
イ
ン
ド
の
仏
典
に
は
、
不
平
等

や
差
別
を
説
く
表
現
が
か
な
り
あ
る
。
し
か
し

そ
の
全
て
を
否
定
す
べ
き
で
は
な
く
、
現
代
の

問
題
意
識
を
古
代
へ
逆
照
射
し
、
そ
の
立
場
か

ら
原
始
仏
典
の
種
々
の
思
想
を
明
ら
か
に
し
、

評
価
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

③
実
存
三
業
論

　
仏
教
の
伝
承
に
は
、
出
世
間
的
な
謬
論
、
実

存
レ
ベ
ル
の
言
論
、
信
仰
的
な
業
論
が
あ
る
。

仏
教
の
実
存
盛
業
論
の
構
造
を
あ
げ
れ
ば
、
①

自
己
の
凝
視
、
②
自
己
の
罪
業
の
認
識
、
③
徴

悔
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
宗
教
的
な
意
味
で

の
講
論
の
乗
り
越
え
で
あ
る
．
解
脱
、
悟
り
、

救
い
が
現
出
す
る
。

　
し
か
し
、
原
始
仏
典
に
於
け
る
愚
論
は
、
あ

く
ま
で
自
己
認
識
の
問
題
と
し
て
説
か
れ
て
い

る
が
、
一
般
レ
ベ
ル
に
立
て
ば
、
そ
の
ま
ま
差

別
的
表
現
に
な
っ
て
し
ま
う
と
云
う
所
に
、
業

論
の
恐
さ
が
あ
る
。

　
ま
し
て
や
仏
教
の
伝
承
の
中
に
は
、
実
存
的

業
論
、
倫
理
的
業
論
を
説
い
て
い
る
つ
も
り
で

さ
え
、
差
別
を
生
み
出
し
、
明
ら
か
に
容
認
し

て
来
た
事
実
が
あ
る
。

　
「
つ
の
文
化
の
流
れ
と
し
て
見
た
時
に
、
仏

教
文
化
の
流
れ
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
差
別
が
あ
る
事
を
認

め
ざ
る
を
得
な
い
。

　
ω
複
眼
的
業
論

　
物
理
的
な
一
般
的
業
論
と
、
仏
教
の
実
存
三

業
論
は
、
磁
石
の
両
極
あ
る
い
は
楕
円
の
二
つ

の
焦
点
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
両
者
を
分
け

る
の
は
、
便
宜
的
な
も
の
で
あ
り
、
両
者
は
微

妙
な
関
係
で
働
き
あ
い
な
が
ら
、
仏
教
の
業
論

が
説
か
れ
て
来
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
我
々
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
覚
の
中
で
、
両

者
の
間
を
ゆ
れ
動
き
な
が
ら
、
結
果
と
し
て
差

別
的
発
言
を
し
て
来
た
歴
史
が
あ
る
。

　
仏
教
信
仰
は
、
業
が
無
く
な
る
と
成
り
立
た

な
い
。
我
々
は
業
を
説
い
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
し
て
差
別
に
な
ら
な
い
業
を
説
く

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
常
に
念
頭
に
お
き

な
が
ら
文
献
を
理
解
し
、
同
時
に
今
後
の
業
論

の
説
き
方
を
、
注
意
深
く
押
え
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
こ
の
後
、
出
席
者
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が

あ
り
、
研
究
会
は
午
後
四
時
に
終
了
し
た
。
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同
和
推
進
取
り
組
み
の
実
状

天
台
宗

　
比
叡
山
開
創
一
千
二
百
年
に
当
た
り
、
三
十

二
日
間
の
慶
讃
大
法
要
期
間
を
設
け
六
日
目
に

当
た
る
昭
和
六
十
二
年
五
月
十
五
日
に
根
本
中

堂
に
於
い
て
差
別
戒
名
謝
罪
並
び
に
慰
霊
法
要

を
厳
修
致
し
ま
し
た
。
法
要
終
了
後
、
江
田
置

針
宗
務
総
長
は
「
天
台
宗
徒
は
自
ら
の
手
で
被

差
別
部
落
の
人
達
を
差
別
し
て
き
た
張
本
人
で

あ
り
、
こ
の
過
ち
を
断
ち
切
る
為
素
直
な
気
持

ち
で
謝
罪
し
、
死
亡
さ
れ
て
か
ら
も
極
楽
へ
導

く
こ
と
な
く
差
別
さ
れ
て
い
る
尊
霊
を
慰
め
る

義
務
が
あ
る
。
本
日
根
本
中
堂
ご
本
尊
の
宝
前

に
誠
意
を
も
っ
て
供
養
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、

本
日
の
お
位
牌
は
阿
弥
陀
堂
へ
移
し
、
毎
朝
安

ら
か
に
お
休
み
下
さ
い
と
供
養
い
た
し
ま
す
の

で
こ
の
過
ち
を
お
許
し
下
さ
い
」
と
深
々
と
低

頭
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
宗
祖
伝
教
大
師
は
奈
良
仏
教
の
権
力
機
構
、

差
し
当
た
り
将
来
の
立
身
出
世
の
渦
中
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
を
嫌
い
「
悉
皆
成
仏
」
（
人
は
誰

で
も
仏
に
成
れ
る
）
の
教
え
こ
そ
真
の
仏
教
で

あ
る
と
悟
ら
れ
、
比
叡
山
に
こ
も
り
そ
の
実
践

方
法
を
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
仏
に
成
れ
る
、
即
ち
幸
せ
に
な
れ
る
の
は
全

人
類
す
べ
て
の
人
共
通
で
あ
る
と
さ
れ
、
著
名

な
歴
史
的
人
物
の
中
で
は
、
日
本
で
最
初
に
人

間
平
等
論
を
唱
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

（4）

社
会
部
長
　
北
角
　
圓
澄

　
然
る
に
天
台
宗
に
差
別
事
象
が
起
こ
っ
て
い

る
。
宗
祖
の
意
志
に
反
し
、
差
別
戒
名
を
つ
け

た
こ
と
で
あ
る
。

　
生
前
あ
ら
ゆ
る
差
別
に
苦
し
め
ら
れ
、
救
わ

れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
人
達
に
追
い
打
ち
を
か

け
る
よ
う
に
、
死
後
の
世
界
で
あ
れ
ば
「
悉
皆

成
仏
」
だ
か
ら
救
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
か
す
か

な
望
み
を
抱
い
て
他
界
さ
れ
た
。
そ
れ
な
の
に

死
後
ま
で
も
差
別
す
る
戒
名
を
つ
け
た
の
で
あ

る
。
死
後
の
世
界
ま
で
差
別
す
る
権
利
は
誰
も

持
ち
え
な
い
筈
で
あ
る
。
非
合
法
な
こ
と
が
平

然
と
行
な
わ
れ
た
の
だ
。
私
達
宗
徒
は
一
寺
院

で
起
き
た
こ
と
で
あ
っ
て
も
全
貝
が
責
任
を
自

覚
す
べ
き
で
あ
り
、
心
底
よ
り
お
詫
び
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
、
天
台
宗
同
和
推
進
委
員
会
を

は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
（
各
団
体
ご
と
の
研

修
会
等
）
を
活
用
し
て
説
得
を
続
け
て
い
る
。

　
差
別
さ
れ
た
子
孫
の
方
々
に
お
詫
び
し
て
ご

先
祖
の
霊
を
慰
め
宗
徒
の
方
々
に
厳
し
い
差
別

の
現
実
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
二
度
と
差
別

事
件
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
意
識
を
高
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
念
願
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
章
で
実
施
し
て
い
る
同
和
推
進
研
修
会
の

概
要
に
つ
い
て
記
述
す
る
と
、
ま
ず
、
宗
祖
伝

教
大
師
の
こ
精
神
（
法
華
一
乗
の
悉
皆
成
仏
）

の
布
教
と
、
在
家
仏
教
に
よ
る
浄
仏
国
土
の
建

設
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
次
に
、
本
宗
の
歩
み

に
つ
い
て
天
皇
公
家
と
の
深
い
関
わ
り
を
持
ち
、

権
力
構
造
の
一
翼
を
担
う
宗
論
と
な
っ
て
し
ま

い
、
宗
祖
の
ご
意
志
に
反
し
一
般
大
衆
と
離
れ

て
い
く
仏
教
と
ほ
ど
遠
い
奈
良
仏
教
の
体
質
と

な
り
比
叡
山
延
暦
寺
が
日
本
仏
教
の
母
山
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
各

宗
の
祖
師
が
比
叡
山
で
学
ば
れ
、
仏
教
の
方
針

を
他
に
求
め
て
そ
れ
ぞ
れ
独
立
さ
れ
た
の
で
あ

る
。　
比
叡
山
で
も
っ
と
一
般
大
衆
に
仏
の
教
え
を

真
剣
に
説
く
べ
き
で
あ
り
、
時
代
の
背
景
を
考

え
る
べ
き
で
あ
っ
た
、
と
反
省
を
こ
め
て
鎌
倉

時
代
の
状
況
を
説
明
す
る
。

　
次
に
、
仏
教
界
に
於
け
る
差
別
事
象
に
つ
い

て
ふ
れ
、
南
宗
の
差
別
戒
名
墓
石
に
つ
い
て
、

他
宗
の
差
別
事
象
、
御
礼
、
差
別
図
書
、
差
別

発
言
、
因
果
和
讃
等
々
、
差
別
を
し
て
い
る
の

は
僧
侶
で
あ
る
の
で
、
心
の
内
か
ら
差
別
を
憎

む
体
質
と
な
り
、
差
別
事
象
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
強
調
す
る
。

　
次
に
、
他
の
団
体
と
の
こ
と
に
ふ
れ
、
全
日

本
仏
教
会
、
同
宗
連
へ
の
参
加
、
部
落
解
放
同

盟
と
の
関
係
、
今
年
度
は
特
に
「
部
落
解
放
基

本
法
」
の
制
定
要
求
に
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い

て
の
協
力
を
要
請
す
る
。

　
最
後
に
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
人

権
を
尊
重
し
差
別
意
識
を
持
た
な
い
日
常
生
活

を
大
切
に
す
る
こ
と
が
大
、
切
で
あ
る
と
し
、
仏

教
思
想
の
重
要
な
鍵
を
握
る
「
業
」
の
問
題
を

正
し
く
理
解
し
、
更
に
差
別
事
象
に
つ
な
が
る

「
身
元
調
査
お
断
り
」
を
輝
く
こ
と
が
肝
要
で

差
別
事
象
を
生
産
し
な
い
よ
う
要
望
す
る
。

　
以
上
が
研
修
会
で
の
内
容
で
あ
る
。

　
次
に
、
天
台
宗
の
差
別
戒
名
、
差
別
戒
名
墓

石
の
改
修
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た
い
。

　
本
宗
で
は
、
差
別
戒
名
を
当
該
寺
院
住
職
が

新
し
く
書
き
替
え
て
供
養
し
、
次
に
墓
石
の
改

修
に
取
り
組
む
と
い
う
順
序
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
改
修
方
法
は
他
の
宗
派
と
根
本
的
に
違

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
差
別
さ
れ
た
子
孫
の
方
々

の
意
見
を
重
要
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。
問
題
は

先
祖
の
方
々
が
許
し
て
下
さ
る
方
法
は
、
や
は

り
子
孫
の
方
達
の
考
え
で
あ
る
と
信
じ
、
何
度

も
何
度
も
当
該
寺
の
住
職
と
協
議
を
重
ね
る
こ

・
と
で
あ
る
。
討
議
さ
れ
た
結
論
に
そ
っ
て
上
場

は
関
わ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
誉
者
会
議
、
即
ち
子
孫
、
寺
院
住
職
、
運
動

団
体
（
部
落
解
放
同
盟
）
、
行
政
機
関
（
市
町
村

教
育
委
員
会
）
、
天
台
宗
務
庁
の
意
見
の
統
一
を

得
て
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

　
天
台
宗
で
は
次
の
方
法
で
解
決
し
て
来
た
。

　
①
墓
石
を
寺
の
境
内
に
移
し
て
供
養
し
、

　
　
新
し
い
墓
石
に
新
し
い
戒
名
を
つ
け
開
眼

　
　
供
養
を
し
た
。

　
②
過
去
帳
を
新
し
い
戒
名
に
改
め
、
差
別

　
　
墓
石
を
菩
提
寺
境
内
へ
移
し
て
穴
を
掘
り
、

　
　
そ
の
穴
の
中
へ
墓
石
を
埋
め
て
、
そ
の
上

　
　
に
供
養
搭
を
建
て
て
開
眼
供
養
を
し
た
。

　
　
旧
墓
地
に
も
供
養
搭
を
建
立
し
、
開
眼
供

　
　
養
を
し
た
。

　
③
過
去
帳
を
新
し
い
戒
名
に
改
め
、
共
同

　
　
墓
地
に
地
蔵
菩
薩
を
お
祀
り
し
て
開
眼
供

　
　
養
を
し
、
墓
石
は
菩
提
寺
へ
移
し
て
住
職

　
　
が
毎
日
供
養
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
④
墓
石
に
つ
い
て
は
子
孫
か
ら
「
寺
と
し

　
　
て
さ
わ
ら
な
い
で
ぼ
し
い
。
寺
は
戒
名
を

　
　
つ
け
、
我
々
は
そ
の
戒
名
に
も
と
づ
い
て
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墓
石
を
造
り
先
祖
の
供
養
を
す
る
の
で
あ

　
　
り
、
我
々
が
造
っ
た
墓
は
我
々
の
手
で
つ

　
　
く
り
な
お
す
か
ら
寺
は
か
か
わ
っ
て
ほ
し

　
　
　
　
　
む

　
　
く
な
い
L

　
　
　
宗
団
と
し
て
は
「
新
し
く
戒
名
を
つ
け

　
　
供
養
し
、
墓
石
を
改
修
し
た
い
」
と
説
得

　
　
し
た
が
つ
い
に
応
じ
て
い
た
だ
け
な
か
っ

　
　
た
。
子
孫
の
方
が
こ
の
よ
う
に
「
自
分
の

　
　
墓
は
自
分
で
守
る
の
だ
か
ら
障
ら
な
い
で

　
　
く
れ
」
と
強
硬
に
主
張
さ
れ
て
や
む
な
く

　
　
取
り
組
み
を
中
止
し
た
。

　
⑤
人
里
離
れ
た
山
の
斜
面
に
ひ
っ
そ
り
七

　
　
墓
の
墓
石
が
あ
っ
た
が
そ
の
周
辺
は
今
に

　
　
も
崩
れ
落
ち
そ
う
な
崖
の
下
で
あ
り
、
放

　
　
置
す
れ
ば
土
砂
に
埋
ま
り
そ
う
で
あ
っ
た
。

　
　
死
後
の
世
界
は
慈
悲
深
い
仏
と
同
居
さ
れ

　
　
る
の
だ
。
環
境
を
整
備
し
て
ゆ
っ
く
り
安

　
　
心
し
て
お
休
み
下
さ
い
と
現
地
で
謝
罪
、

　
　
慰
霊
法
要
を
営
ん
だ
。

　
以
上
、
五
つ
の
例
が
本
馬
の
実
績
と
し
て
残

さ
れ
た
。
基
本
的
な
改
修
方
法
と
違
っ
た
形
と

な
っ
た
が
①
②
③
⑤
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の

墓
地
並
び
に
菩
提
寺
に
お
い
て
子
孫
を
は
じ
め

地
元
運
動
団
体
、
市
長
村
長
、
市
町
村
教
育
委

員
長
、
天
台
宗
務
庁
代
表
者
の
参
列
の
も
と
、

謝
罪
、
慰
霊
法
要
を
厳
修
し
た
。
子
孫
の
方
々

の
意
志
を
尊
重
し
た
か
ら
こ
の
よ
う
な
結
果
と

な
っ
た
の
で
あ
り
、
充
分
な
措
置
で
な
か
っ
た

か
な
と
一
抹
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
報
告
と
致

し
た
い
。

同
和
研
修
会
開
催
の
お
知
ら
せ

本
会
主
催
の
「
加
盟
団
体
代
表
者
同
和
研
修

会
し
が
、
左
記
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
毎
年
、
本
会
加
盟
の
宗
派
、
都
道
府
県
仏
教

会
、
諸
団
体
の
関
係
者
を
対
象
と
す
る
同
和
研

修
会
を
開
催
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
初

め
て
、
宗
務
行
政
責
任
者
を
対
象
に
、
同
和
研

修
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時
　
十
月
二
日
（
月
）
午
後
一
時
～
五
時
半

会
場
　
京
都
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

講
演
　
町
田
宗
夫
師
（
全
日
本
仏
教
会
元
理
事
長
）

　
「
プ
リ
ン
ス
ト
ン
か
ら
ナ
イ
ロ
ビ
へ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仮
題
）

対
象
　
本
会
加
盟
の
宗
派
、
都
道
府
県
仏
教
会
、
各

　
種
団
体
の
宗
務
行
政
責
任
者
、
そ
の
他

美
璽
喫
務
｛
局
側
録
募
≦

一
日

七四
日日

二
＋
一
日

二
＋
九
日

三
十
一
日

十一
日日

　
十
九
日

二
十
二
日

二
十
四
日

一
七
月
－

同
和
委
員
会

総
持
寺
差
別
戒
名
追
善
法
要
参
列

局
内
会
議

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
ト
ラ
ス
ト
歓
迎

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

局
内
会
議

千
葉
県
仏
教
会
総
会
出
席

局
内
会
議

－
八
月
ー

ル
ン
ビ
ニ
ー
打
ち
合
わ
せ
会

局
内
会
議

法
律
相
談

部
落
解
放
研
究
所
宗
教
部
会
出
席

局
内
会
議

法
律
相
談

ファミコンで、リアルタ

朝
ラ
　
サ
る
の
た

わ
斜
鼻
蠣

三
文
飛

な
株
識
蝿

　
　
　
F
鋤
、
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が
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ピ
ピ
ッ
と
株
式
、

フ
ァ
ミ
コ
ン
で
。
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